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書評 244

　高齢化の進行による介護財源の縮小
や人材不足は、日本のみならず世界各
国が直面している課題である。その解
決策のひとつとして関心を集めているの
が、本書が取り上げる「リエイブルメント」
（Reablement）の取り組みである。「リ
エイブルメント」とは、「個人を中心に置
いた包括的なアプローチであり、身体機
能やその他の機能を強化し、日常生活に
おける自立度を維持、向上させ、長期的
な介護サービスの必要性を減らすことを
目的としている」（本書 : 7）。具体的には、
自宅生活で何らかの困りごとを抱く高齢
者に対し、自立生活の継続を目標に、短
期間（4~6週間）に集中して専門職チー
ム（介護士や作業療法士（OT）や理学療
法士（PT）など）から機能回復などのサー
ビスが提供される。つまり、リハビリテー
ションの介入方法のひとつとも捉えるこ
とができる（本書 :5）。比較的新しいア
プローチであり、そのモデルや効果に関
する研究は乏しい（本書 : 3）。その上で、
本書はそもそも「リエイブルメント」とは
何か、どのような影響があるかを、国際
比較を交えつつ理論的かつ実践的な面
から探索した一冊である。本書は複数の
著者による論文集で、執筆者の研究領域
は、社会政策や社会福祉、公衆衛生分

野など多岐にわたる。また、国際的な視
点を取り入れ、デンマークやスウェーデン、
ニュージーランド、イギリスなどからの研
究が含まれている。さらに、実際にOT
としてリエイブルメントの実践に関わって
きた研究者が含まれていることも本書の
特徴である。
　本書は 4つのパートに分かれており、
全 11章から構成されている。以下では
各章について要約する。まず第 1部（第
1～ 4章）は理論面や各国での実践内容
について概観している。第 1章では、本
書が学際的かつ国際的な研究であること
が示され、背景やその意義について述べ
られている。第 2章では 7カ国（イギリス、
オーストラリア、ニュージーランド、デン
マーク、ノルウェー、スウェーデン、オラ
ンダ）において、リエイブルメントがい
つ、どのような用語と共に導入されてき
たかを整理している。そして各国の特徴
を踏まえたリエイブルメントの構成要素
がまとめられている。それらは、①高齢
者本人主体であること、②自宅で生活し
ている高齢者を対象とすること、③実際
に住んでいる環境で、実際の暮らしの中
で行われること、④高齢者それぞれに合
わせた目標を設定すること（高齢者は日
常生活の中で何を重視するのかに意識を
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すること）、⑤目標への統合的なアプロー
チを図ること（日常生活動作の向上だけ
でなく社会的ニーズなどの様々な面を考
慮すること）、⑥多様な介入アプローチ
を図ること、⑦短期集中的な介入である
こと、⑧学際的アプローチ（福祉や医療
を越えたアプローチ）であること、⑨定
期的な評価を行うこと、⑩定期的に職員
研修を実施することである。例えば、高
齢者が自宅で料理をし続けたいと望む
のであれば、実際の自宅キッチンで、専
門職から機能訓練や調理方法などのサ
ポートを受けつつ、目標の実現を図って
いく。つまり、リエイブルメントは病院
で提供されるリハビリテーションとは異
なり、高齢者の意向に合わせて、実際に
住んでいる場所でアプローチが展開され
る。そして、第 3章では、リエイブルメ
ントの概念がどのように各国に波及して
いったのかに注目し、専門家へのインタ
ビューと国際機関や各国の報告書を基に
整理している。1990年代半ばにOECD
やWHOにおいて「Active and healthy 
ageing」が提唱され、この考えが高齢
化と持続可能なサービスへの懸念と結び
ついた。そして、1990年代後半にかけ
て各国で様々な用語が用いられながら活
動が展開されていく。例えば北欧諸国の
「家での /日常生活におけるリハビリテー

ション」（home rehabilitation / everyday 
rehabilitation）、オーストラリア周辺の
「回復ケア」（restorative care）などであ
る。また、多くの国が自治体レベルの取
り組みから全国レベルに拡充していくボ
トムアップの流れをとっていた。最終的
に、各国のプロセスは今後の研究発展を
目指し「リエイブルメント」として統一さ
れるようになった。続く第 4章は、実際に、
各国の在宅ケアにどの程度リエイブルメ
ント実践が取り入れられているかを整理
している。多職種との連携の度合いや職
員研修は国によって異なっていることが
分かる。以上をまとめると、第 1部では、
リエイブルメントの根底にあるアイデアや、
各国の実践の多様さと共通項を理解する
ことができる。
　第 2部（第 5～7章）は効果について
論じられている。第 5、6章では、リエ
イブルメントの効果が介護財源の支出抑
制と強く結びついて議論される中で、利
用者である高齢者への影響に注目してい
る。さらに、これまでの関連研究を検討
した結果、先行研究では身体機能の向
上や高齢者の自信の創出が示されている
が、これらの研究で使用された調査方
法や分析手法には一貫性が欠如している
と指摘している。対照的に、第 7章では、
従来注目されてきた費用対効果に焦点を
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当て、医療経済学の視点からリエイブル
メントについて議論している。第 2部で
はリエイブルメントの議論が発展途上で
あり、より確かな結果を蓄積するための
良質な研究方法の検討が不可欠であるこ
とを提起している。
　第 3部（第 8・9章）では実践面に注
目している。第 8章では、これまでリエ
イブルメント実践の対象外とみなされて
いた認知症高齢者に対するアプローチに
焦点を当てている。各国の認知症高齢者
への実践事例を紹介し、その効果や課
題について論じている。認知症を発症す
ると、全く何もできなくなるわけではなく、
高齢者の潜在能力に注目し、エンパワメ
ントすることで、リエイブルメントの実践
が可能となるとした。一方で認知症の気
づきは遅れる傾向があり、適切な時期
に介入することの困難さを指摘している。
第 9章では、2015年にリエイブルメント
を制度化したデンマークで実施されたケ
アワーカー（ホームヘルパー）への質的・
量的調査からリエイブルメントの実践が
彼らにもたらす影響を論じている。リエ
イブルメントは、短期間であるからこそ
高齢者と密な関係を築くことができ、ま
た高齢者の声を聴き、ニーズに合わせて
柔軟に支援をすることが求められる。そ
のため、これまでのホームヘルプと比較

すると、より専門的な知識が必要になり、
ホームヘルパーのやりがいの度合いが大
きく異なる。つまり、リエイブルメントは
高齢者本人だけではなく、ケアワーカー
にも影響をもたらし、彼らにやりがいを
与え、離職の予防につながりうるという
可能性を示唆している。
　第 4部（第 10・11章）ではこれまで
の議論を踏まえ、不十分な点と今後の展
望が描かれている。リエイブルメントはリ
ハビリテーションとの兼ね合いから、身
体機能の維持、向上が注力される傾向
がある。しかし構成要素⑤にあるように、
他者や地域との交流などの社会的な側面
にも目を向けながらアプローチが展開さ
れる必要があり、この点が見落とされや
すい。そしてその根底には高齢者本人を
中心に置いた、パーソンセンタードな視
点が不可欠である。これらを踏まえた今
後の実践および研究領域での発展を期
待し、締めくくられている。
　以下では、第 3部の内容を参照しな
がら、日本におけるリエイブルメントの現
状を検討したい。日本では「リエイブル
メント」という語の使用は多くはないも
のの、2015年の介護保険制度改正によ
り導入された「介護予防・日常生活支援
総合事業」の「短期集中型サービス」と
関連づけて議論される。そのため日本は
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政府主導のトップダウン型のリエイブルメ
ントと言える。ただし本書にある通り、リ
エイブルメントは徹底した個別ケアに基
づいており、目標設定や高度な専門的知
識、OTや PTをはじめとする多職種連携
が不可欠である。リエイブルメントを制度
化しているデンマークでさえ、対象となる
高齢者のモチベーションの程度は様々で
あることから、アプローチは専門職個人
の力量に委ねられている部分が大きい（本
書 : 197）。つまり、リエイブルメントは
専門職の働きがいにつながる一方で負担
感を強いる可能性も秘めている。日本の
場合、単に介護サービスの種類を増やし、
その役割がケアマネジャーなど特定の職
種に集中し、「やらされている」状態であ
る限り、高齢者の生活の質の向上という
本来の効果は期待できない。
　その上で、本書はリエイブルメントには
どのような視点が重要かを理論的かつ実
践的に読み解くことができる良書である。
「リエイブルメント」という言葉だけが独り
歩きしないよう、よりよいケアを模索する
介護従事者や、今後の介護政策を検討す
る政策立案者や研究者に一読を勧めたい。


